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Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
）
の
調
査
・
分
析
機
関
で
あ
る
ポ
リ

シ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｐ
Ｓ

Ｕ
）
は
今
年
、
発
足
後
初
め
て
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
会
議
に
参
加
し

た
。
Ｐ
Ｓ
Ｕ
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
Ｐ

Ｓ
Ｕ
の
役
割
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

新
た
な
統
計
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ
ト

StatsAPEC

を
立
ち
上
げ
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｕ
は
、
政
策
の
審
議
、
ひ
い
て

は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
政
策
立
案
能
力
の
質
を
向

上
さ
せ
る
の
に
必
要
な
、
精
緻
で
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
調
査
、
分
析
、
お
よ
び

政
策
立
案
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｓ

Ｕ
は
二
〇
〇
九
年
半
ば
か
ら
ス
タ
ッ
フ

を
増
強
し
、
現
在
ま
で
に
二
〇
を
超
え

る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に

と
っ
て
戦
略
的
に
重
要
な
問
題
、
特
に

経
済
、
貿
易
お
よ
び
投
資
に
関
す
る
課

題
に
重
点
的
に
焦
点
を
当
て
取
り
組
ん

で
き
た
。
対
象
と
し
た
テ
ー
マ
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
の
取
り
組
み
に
対
す

る
よ
り
優
れ
た
計
量
手
法
の
設
計

•
貿
易
・
投
資
円
滑
化
行
動
計
画

•  

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
コ
ネ
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

•
中
小
企
業
向
け
戦
略
プ
ラ
ン

気
候
変
動
軽
減
に
資
す
る
財
・

サ
ー
ビ
ス
貿
易
に
対
す
る
障
壁
に

つ
い
て
の
分
析

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
で
の
議
論
に
対
す
る

政
策
提
言

• 

最
近
の
経
済
危
機
が
生
活
に
与
え
る

影
響
へ
の
取
り
組
み

•
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
成
長
戦
略

　

Ｐ
Ｓ
Ｕ
の
調
査
結
果
は
す
べ
て
、
メ

ン
バ
ー
の
承
認
の
も
と
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
の
調

査
結
果
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
：http://

w
w
w
.apec.org/apec/about_apec/

psu/psu_sow
.htm
l

に
掲
載
さ
れ
、

一
般
の
利
用
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

質
の
高
い
政
策
立
案
支
援
は
、
質
の

高
い
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
各
国
の
デ
ー
タ
に
よ
り

確
保
さ
れ
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
会
議
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｕ
は
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
新
た
な
統
計
ポ
ー
タ
ル
・
サ

イ
ト
―StatsAPEC

を
立
ち
上
げ
た
と

の
報
告
を
し
た
。StatsAPEC

は
、
一
九

八
九
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
発
足
に
遡
っ
て
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
各
国
の
デ
ー
タ
情
報
源
を
統
合

的
に
集
積
し
、
幅
広
い
ユ
ー
ザ
ー
に
提

供
す
る
も
の
で
あ
る
。StatsAPEC

に
は

http://statistics.apec.org/

か
ら
無
料

で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
べ

て
の
デ
ー
タ
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
エ

ク
セ
ル
形
式
に
変
換
し
、
さ
ら
な
る
分

析
、
研
究
の
た
め
に
利
用
で
き
る
。

StatsAPEC

の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
つ
ぎ
の

も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

主
要
指
標
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
動
向
の
詳
細
な
分
析

を
可
能
に
す
る
、
一
二
〇
を
超
え
る
貿

易
、
財
政
お
よ
び
社
会
面
の
経
済
指
標

二
国
間
連
関
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
、
お
よ
び
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
加
盟
国
と
世
界
各
国
と
の
間
の
貿

易
・
投
資
フ
ロ
ー
の
詳
細
な
分
析
を
可

能
と
す
る
ツ
ー
ル

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
総
計
は
、
九
〇
を
超

え
る
指
標
に
つ
い
て
利
用
可
能
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
り
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
全
体
と
し

て
の
分
析
に
使
用
で
き
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

全
体
総
計
は
、StatsAPEC

独
自
の
特

色
あ
る
機
能
で
あ
る
。

　

StatsAPEC

は
既
に
そ
の
有
用
性
を

発
揮
し
て
お
り
、
長
い
間
対
応
で
き
な

い
ま
ま
に
さ
れ
た
問
題
に
解
答
を
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
我
々
は

StatsAPEC

に
よ
っ
て
、
世
界
の
経
済

成
長
に
対
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
寄
与
度
を

測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
の

間
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
世
界
の
経
済
成
長

全
体
の
六
三
・
四
％
に
寄
与
し
た
。我
々

はStatsAPEC

に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ポ
リ
シ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・ユ
ニ
ッ
ト
の

役
割
お
よ
び
デ
ー
タ・
ベ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
紹
介

ネ
イ
ザ
ン
・
ジ
ヴ
ォ
フ

― 特 集 ―
APECはどこにいくのか？
APEC研究センター
コンソーシアム会議2010
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加
盟
国
間
で
活
発
な
貿
易
が
行
わ
れ
て

い
る
と
確
信
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ

た
。
こ
の
点
に
関
し
、
二
〇
〇
八
年
に

は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
間
の
貿
易
が
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
貿
易
全
体
の
六
五
％
を

占
め
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
はStatsAPEC

の
機
能
の
一

端
に
す
ぎ
な
い
。StatsAPEC

は
、
例

え
ば
研
究
者
が
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を

解
明
す
る
の
に
役
立
つ
。

基
礎
的
な
事
実
・
数
字
の
入
手

• 

二
〇
〇
八
年
に
は
、
日
本
の
六
五
歳

以
上
の
人
口
の
割
合
は
二
一
・
四
％

と
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
中
で
最
も

高
い
割
合
だ
っ
た
。

• 

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
六
カ
国
が
、
世
界

銀
行
が
公
表
す
る
二
〇
一
〇
年
の
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
指
数
の
上
位
一
〇
カ
国

に
入
っ
た
。

寄
与
度
の
分
析

• 

一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か

け
て
、
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内

総
生
産
）
は
四
兆
三
〇
〇
〇
億
ド
ル

か
ら
五
兆
二
〇
〇
〇
億
ド
ル
に
増
加

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
日
本
の
寄

与
度
は
、
ピ
ー
ク
だ
っ
た
一
九
九
一

年
の
二
九
％
か
ら
毎
年
低
下
し
、
二

〇
〇
八
年
に
は
二
一
％
に
な
っ
た
。

• 

二
〇
〇
九
年
に
は
、
中
国
の
外
貨
準

備
高
が
総
額
二
兆
四
〇
〇
〇
億
ド
ル

と
な
り
、
世
界
の
外
貨
準
備
高
の
二

五
％
を
占
め
た
。

成
長
率
の
分
析

• 

一
九
八
九
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
発
足
以

来
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
の
一
人
当
た
り

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
四
七
％
増
加
し
二
〇

〇
八
年
に
は
九
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え

た
。
こ
の
増
加
率
は
、
同
じ
期
間
に

三
三
％
だ
っ
た
世
界
の
一
人
当
た
り

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
率
を
上
回
る
も

の
だ
っ
た
。

• 
一
九
八
九
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
の
間

に
、日
本
の
対
外
直
接
投
資（
ス
ト
ッ

ク
）
は
年
率
八
％
で
増
加
し
た
の
に

対
し
、同
期
間
の
対
内
直
接
投
資（
ス

ト
ッ
ク
）
は
年
率
一
七
％
で
増
加
し

た
。

貿
易
・
投
資
の
比
較
分
析

• 

二
〇
〇
八
年
、
日
本
は
、
香
港
、
中

国
か
ら
輸
入
し
た
量
の
五
倍
の
工
業

品
と
、
同
じ
く
一
三
倍
の
非
工
業
品

を
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
輸
入
し
た
。

• 

二
〇
〇
八
年
に
は
、
日
本
の
証
券
投

資
の
三
九
％
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
域
内
で
行

わ
れ
て
お
り
、
総
額
九
二
九
六
億
ド

ル
に
相
当
す
る
。そ
の
う
ち
、八
二
％

が
ア
メ
リ
カ
に
投
資
さ
れ
て
お
り
、

韓
国
へ
の
投
資
は
二
％
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｕ
は
、StatsAPEC

が
幅
広
く

使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
々
が
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
調
査
お
よ
び

政
策
展
開
の
有
用
な
基
礎
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

（N
athan Zhivov

／
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ポ
リ
シ
ー

サ
ポ
ー
ト
・
ユ
ニ
ッ
ト
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

（出所）http://statistics.apec.org/
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